
前回の都市計画審議会及び改定検討部会のご意見

　　　　　第211回　新宿区都市計画審議会（令和4年9月2日開催）でのご意見

・「それぞれの立場で選択する地球温暖化対策への取組み」は、どういった趣旨か。消極的に

　見える。もっと積極的な言葉にできないか。（P34）

・「環境に配慮した電力調達の誘導」とあるが、解釈に違いが出ないように「再生可能エネ

　ルギー」など具体的に言った方が良い。（P35）

・MaaS（P34）やグリーンスローモビリティ（P36）など、分かりづらい言葉には注記をつけて

　ほしい。

・シェアリングモビリティとあるが、自転車の駐輪場が足りなくて困っている人たちがいる。

　「駐輪場の増設」という形で、もっと積極的な言葉を入れてほしい。（P36）

・重点課題２「賑わい都市・新宿の創造」とあるが、これを見直すかどうかということも

　検討する必要があるのではないか。（P25～36）

・安全、安心という観点で、建物の地震によって受けたダメージへの対応も書いた方が良い。

・避難所の設営などの訓練という事も大事である。

・豪雨対策など、気候変動対策のことも考える必要がある。

・新型コロナウイルス感染症への対応を、項目として入れてほしい。

・みどりや広場空間での賑わいも大切だが、新宿区は土地が狭いので、土地利用のあり方に

　ついて考えていかなければいけない。

・土地が少ない新宿区では、必要となる駐輪場や喫煙所については、民間にお願いするという

　ことも考えていかなければならない。

・世代別に課題があると考える。少子高齢化が進む中、新宿区では子供が増えている。学校や

　学童などの子育て施設が必要。また、大学などの学校が区内には多くある。その世代が持って

　いる課題、また、働いている世代、高齢者、それぞれの課題といったものがあると考える。

・神宮外苑については、今の表現で樹木が本当に守られていくのか不安だ。もう少し強い

　表現にしてもらいたい。（P50～57）

・歌舞伎町エリアは、新宿駅東口エリアと一体的に考えていくことが一般的なので、掲載順を

　新宿駅東口エリアの次に入れてはどうか。（P160～167）
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第３回　新宿区まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」改定検討部会

（令和4年9月9日開催）及び意見募集でのご意見

・デジタル化も良いが、障害が起こった時の対応として、アナログも大事である。

・新宿区におけるグリーンインフラを定義づけるべきだ。

・豪雨対策として、グリーンインフラの活用について追記してほしい。（P21）

・グリーンインフラを活用して感染症に対応していくことを、「場」づくりの内容に入れる

　べきだ。（P32）

・感染症対策としては、屋外だけでなく、屋内空間の「場」づくりや公共交通のあり方という

　観点もあるのではないか。また、交流する「場」も求められている。オープンスペースは、

　より使いやすくしていかなければならない。（P32）

・「地球温暖化」よりも、世界的には「気候変動」の方が主流である。「気候変動」に変えた

　方が、記載できる内容も幅広くなってくるのではないか。（P35）

・グリーンスローモビリティについて、ただ検討すると書くだけではなく、導入にあたっての

　課題なども併せて書いた方が良い。（P36）

・シェアサイクルやキックボードの充電設備を、どのように整備するのかという課題がある。

神宮外苑・信濃町駅周辺エリアについて、以下の内容を修正してほしい。

・P51の写真を差し替えること。

・P52の「３主な課題」の内容を整理すること。（P53の図も同様）

・P54、55の「４戦略」のうち、「a、ｇ」の内容を修正すること。（P56の図も同様）

・神楽坂エリアのエリア概要に、「新宿区唯一の花街」と記載してほしい。（P59）

・新宿駅直近エリアについて、セントラルプラザや駅前広場の緑化や環境に配慮したオープン

　スペース（公共空間）の創出について追記すること。（P133）

・新宿駅東口エリアについて、ジャズ喫茶やホール、ギャラリー、映画館、ライブハウスなど

　多様な文化的活動（機能）空間があり、これらが歩いて楽しいまちの魅力づくりにつながる

　ことをもう少し強調してほしい。（P141）

・新宿駅西口エリアについて、超高層ビルありきの内容ではなく、どのようなまちにしていきたい

　のかが分かるようにしてほしい。（P148）
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